
別紙様式５号（第７の３及び第８の３関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ
　Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

（円）

交付金
都道
府県
費

市町
村費

その他

山形市
山形農
業協同
組合

果樹（も
も、りん
ご、西洋
梨、柿）

123

当該品目
の単位面
積当たり
の販売額
を16.3％
増加

（令和元年）
Ｈ30実績
現状の単位面
積（10a）当
たりの販売額
①
236,250,457
円/9,004a×
10a＝262,383
円/10a
(面積）
Ｈ30
もも  　920a
りんご
6,740a
西洋梨
1,217a
柿
127a
(販売額）
もも
61,001,189円
りんご
105,921,039
円
西洋梨
63,979,015円
柿
5,349,214円

（令和２年）
Ｒ２実績
現状の単位面
積（10a）当
たりの販売額
①
240,783,370
円/9,212a×
10a＝261,380
円/10a
(面積）
Ｒ２
もも
1,172　a
りんご
6,720　a
西洋梨
1,200　a
柿
120　a
(販売額)
もも
72,403,882円
りんご
96,911,021円
西洋梨
65,785,323
円
柿
5,683,144円

（令和３年）
Ｒ３実績
現状の単位面
積（10a）当
たりの販売額
①
222,253,960
円/9,401a×
10a＝236,415
円/10a
(面積）
Ｒ３
もも
1,381　a
りんご
6,700　a
西洋梨
1,200　a
柿
120　a
(販売額)
もも
96,188,563円
りんご
74,508,765円
西洋梨
47,562,038円
柿
3,994,594円

（令和４年）
Ｒ４実績
現状の単位面
積（10a）当
たりの販売額
①
257,040,094
円/9,202a×
10a＝279,331
円/10a
(面積）
Ｒ４
もも
1,592　a
りんご
6,412　a
西洋梨
1,091　a
柿
107　a
(販売額)
もも
93,694,175円
りんご
100,405,060
円
西洋梨
59,751,830円
柿
3,189,029円

（令和４年)
目標値単位面
積（10a）当
たり販売額
②
287,800,000
円/9,430a×
10＝305,196
円/10a
(面積）
Ｒ４
もも
1,410a
りんご
6,700a
西洋梨
1,200a
柿
120a
(販売額）
もも
80,000,000円
りんご
111,800,000
円
西洋梨
90,000,000円
柿
6,000,000円

39.6%

当該品目の単
位面積当たり
の販売額が
6.5％増加し
た。

果樹
（もも）

113

当該品目
の全出荷
量のう
ち、振興
品種の出
荷量の割
合を16.0
ポイント
増加

（令和元年）
Ｈ30実績
全出荷量
①134,830kg
現状の振興品
種出荷割合
川中島白桃
あかつき
だて白桃
さくら白桃
②78,278kg
　
②/①×
100=58.0％

（令和２年）
Ｒ２実績
全出荷量
①105,894kg
うち振興品種
出荷量
川中島白桃
あかつき
だて白桃
さくら白桃
②67,722kg

②/①×
100=64.0％

64.0％－
58.0％＝6.0
ポイント増加

（令和３年）
Ｒ３実績
全出荷量
①147,231kg
うち振興品種
出荷量
川中島白桃
あかつき
だて白桃
さくら白桃
②96,040kg

②/①×
100=65.2％

65.2％－
58.0％＝7.2
ポイント増加

（令和４年）
Ｒ４実績
全出荷量
①200,332kg
うち振興品種
出荷量
川中島白桃
あかつき
だて白桃
さくら白桃
②141,165kg

②/①×
100=70.5％

70.5％－
58.0％＝12.5
ポイント増加

（令和４年）
目標年度の振
興品種出荷割
合
全出荷量
①200,000kg
うち振興品種
出荷量
川中島白桃
あかつき
だて白桃
さくら白桃
②148,000kg

②/①×
100=74.0％

74.0％-
58.0％＝16.0
ポイント増加 78.1%

当該品目の
全出荷量の
うち、振興
品種の出荷
量の割合が
12.5ポイン
ト増加し
た。

集出荷貯蔵施設
（光センサー選果
機）

319,000,000 145,000,000 174,000,000 R3.2.26

成果目標①については6.5％の
増加となり、目標の16.3％増
加に対しては未達成となっ
た。
要因としては、高齢化による
離農や、りんご・西洋梨の老
木に対する改植として桃を植
える農業者が増加したことに
より、りんご・西洋梨が減少
したこと、桃も面積が増加し
たもののまだ収穫できない園
地があることが考えられる。
今後は、りんご・西洋梨の減
少を緩やかにしていくこと
と、桃栽培の振興に努める
（桃団地については令和5年よ
り収穫開始）。
成果目標②については、目標
である16.0ポイント増加に対
し12.5ポイント増加の実績で
あり、未達成となった。
振興品種の栽培面積は増加し
ており、また、選果場での選
果品目・品種の統一により出
荷量も増加しているものの、
晩生種の収穫時期の降雨に
よって正品化率が減少したこ
とが影響している。
今後は桃団地4.2ha（うち川中
島白桃37.8％面積換算1.6ha、
だて白桃29.5％面積換算
1.2ha）の出荷が期待される。

成果目標の①につい
ては、10ａ当たり販
売額は増加したが、
離農等の影響で面
積、販売額は目標に
達していない。
担い手の確保や適切
な栽培管理を行い、
販売額の増加を目指
すよう指導する。
成果目標の②につい
ては、目標自体は未
達成だったが、ある
程度順調に推移して
おり、今後、桃団地
の成園化によってさ
らなる出荷量の増も
見込まれるため、適
切な栽培管理と栽培
技術の向上により安
定的な生産を目指す
よう、引き続き指導
する。

村山市
農事組
合法人
和久楽

土地利用
型作物
（稲）

9

高温耐性
品種の作
付割合を
5.0ポイン
ト増加

高温耐性
品種「雪
若丸」の
作付面積
（R1年）
10.4ha→
（R4年）
14.4ha

25.58％

（10.40ha/40.6
5ha）

25.58％

（10.40ha/40.6
5ha）

59.50%

（27.15ha/45.6
3ha）

55.96%

（28.24ha/50.4
6ha）

30.63%

(14.4ha/47.0h
a)

601.6%

高温耐性品種
作付割合を
30.38ポイン
ト増やした。

畑作
物・地
域特産
物（そ
ば）

100

生産物の
全量を契
約販売す
る作物の
収穫面積
を50.0％
増加

契約販売
する面積
（R1年）
（R4年）
14.0ha→
21.0ha

14.0ha 14.0ha 19.56ha 39.9ha 21.0ha 370.0%

契約販売す
る作物（そ
ば）の収穫
面積を185%
増加した。

乾燥調製施設
建屋（建築面積

466.52㎡）延べ面
積520.59㎡、荷受
設備、乾燥設備、
精選設備、籾摺り
設備、集排塵設
備、そば乾燥設
備、石抜き機1台
水稲：仕上籾369t

／年
そば：乾燥そば

23.5ｔ／年

117,249,000 53,295,000 63,954,000 R3.1.8

目標はいずれも達成してい
る。
今後、現在工事中の基盤整備
事業の集積対象の担い手に当
法人が選定されているため、
さらなる集積規模の拡大を図
り、地域農業をけん引してい
く法人を目指していく。

成果目標については
いずれも当初目標値
を大幅に超えて達成
している。
今後は、技術指導等
を通し高品質な米及
びそばの収量維持、
拡大が図られるよう
必要な支援を継続し
ていく。

市町村
名

類
別

類
別

２年後（令和
３年）

事業実施後の状況②

３年後（令和
４年）

１年後（令和
２年）

成果目標の具
体的な実績①

都道府県の評価

計画時（令和
元年）

成果目標
の具体的
な内容②

達成率

事業実施主体の評価

計画時（令和
元年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

完了年月
日

達成率
目標値（令和

４年）

（山形県名：令和４年度）

（工種、施設区
分、構造、規格、

能力等）
目標値（令和

４年）
１年後（令和

２年）

事業実
施主体

名

（対象作
物・畜種
等名）①

２年後（令和
３年）

負担区分（円）

（対象作
物・畜種
等名）②

３年後（令和
４年）

成果目標の
具体的な実

績②

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な内容①

備考



メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費

（円）

交付金
都道
府県
費

市町
村費

その他

酒田市

庄内み
どり農
業協同
組合

土地利用
型作物
（稲）

8

下位等級
指数（割
合）の削
減

52.4％削
減

下位等級
指数（割
合）1.0
（一等比
率
99.0％、
下位等級
1.0％

2.1 2.3 2 1.7 1 36.4%

１等比率
R1 95.9%（つ
や姫98.1％：
8078俵　はえ
ぬき95.6％：
48777俵）
R2 97.7%（つ
や姫100％：
8253俵　はえ
ぬき97.4％：
50251俵）
R3 98.0%（つ
や姫99.3％：
8500俵　はえ
ぬき97.8％：
48987俵）
R4 98.3%（つ
や姫100％：
7426俵　はえ
ぬき98.1％：
43077俵）
下位等級比率
R1 4.1% （つ
や姫1.9％：
153俵　はえ
ぬき4.4％：
2271俵）
R2 2.3% （つ
や姫0％：0俵
はえぬき
2.6％：1359
俵）
R3 2.0%（つ
や姫0.7％：
60俵　はえぬ
き2.2％：
1089俵）
R4 1.7%（つ
や姫0％：0俵
はえぬき
1.9％：854
俵）

土地利用
型作物
（稲）

11

直播栽培
技術、密
播育苗導
入面積の
割合

2.0ポイ
ントの増
加

直播栽培
技術、密
播育苗の
導入割合
7.1％
（28.4ha
/400ha）

5.1%
（10.2ha/200

ha）

10.6%
(23.4ha/221h

a)

11.6%
(26.2ha/225h

a)

8.4%
(19.3ha/229h

a)

7.1%
(28.4ha/400h

a)
165.0%

R1 直播
5.7ha
R1 密苗
6.1ha
R2 直播
8.7ha
R2 密苗
14.7ha
R3 直播
10.2ha
R3 密苗
16.0ha R4
直播 8.5ha
R4 密苗
10.8ha

穀類乾燥貯蔵施設
年間処理量3,000

ｔ

①荷受設備（荷受
ホッパー20ｔ/Ｈ
×2系列4ホッ

パー・粗選機20ｔ
/Ｈ×2系列・荷受
用計量20ｔ/Ｈ×2
系列乾燥貯蔵施設
（精選機12ｔ/Ｈ
×1基・売渡計量
器12ｔ/Ｈ×1基・
計量機・個別計量
設備・製品タン

ク・くず米処理設
備）②搬送設備

（コンベア・昇降
機・シュートダク
ト）③自主検査設
備（テストドライ
ヤー・水分計・

秤）④色彩選別機
（100ch～120ch×

1式）

1,179,079,000 525,946,000 653,133,000 R2.8.31

カントリーエレベーターの整
備により、①下位等級割合
52.4％削減（目標値1.0%）と
②直播栽培技術・密苗育苗導
入面積の割合2.0ポイント増加
（目標値7.1％）を目標として
取り組んできた。
①の下位等級の割合は、本事
業で導入した色彩選別機によ
りカメムシの被害粒を除去で
きたため改善傾向にあるもの
の、低温・日照不足等の異常
気象の影響によって充実度不
足等が発生し、計画時の2.1％
に対し目標年次では1.7%とな
り目標を達成できず、課題を
残した。今後の改善方策とし
ては、現地巡回指導での生育
診断結果をもとに、適正籾数
の確保や異常気象に対応でき
る稲づくりのための土づくり
の推奨活動を行っていく。
②の直播栽培技術・密苗育苗
導入の面積については増加傾
向にあるものの、安定した収
量を確保することに未だ技術
面等の課題があることや播種
機・田植機が高額であること
から栽培体系を切り替えるの
に二の足を踏む状況にある。
高齢により離農した生産者も
おり、導入面積等が目標を達
成できなかった。今後の改善
方策としては、安定した収量
を確保するために外部講師に
よる講習会を開催し、生産者
及びＪＡ職員の技術力向上を
図る。

下位等級割合の削減
については目標を達
成できなかったが、
削減が着実に進んで
いることから、低
温・日照不足等によ
る品質低下を軽減す
るための土づくりに
向けた指導を行って
いく。
直播栽培技術・密苗
育苗導入面積につい
ては目標を達成でき
なかったが、離農の
影響を除くと導入面
積は増加傾向にあっ
たことから、直播・
密苗栽培導入による
収量安定化に向けた
技術対策について、
講師の派遣による支
援や定期的な状況把
握など、引き続き指
導を行っていく。

総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の１の（２）のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の２の（２）のアの（ア）のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均
達成率

各事業実施主体とも目標の達成に向けて取り組んだが、離農に伴う取組面積の減少や気象条件に対応した栽培技術の課題から実績が伸びない取組みがあった。
技術上の課題については、講師の派遣や定期的な状況把握を引き続き行っていくとともに、担い手の確保についても適切な指導を行うなど、関係機関と連携したフォローアップを行い目標の達成を進めていく。

75.7%

成果目標の
具体的な実

績②

市町村
名

事業実
施主体

名

類
別

成果目標
の具体的
な内容①

事業実施後の状況①

成果目標の具
体的な実績①

類
別

成果目標
の具体的
な内容②

事業実施後の状況②

（対象作
物・畜種
等名）①

計画時（平成
30年）

１年後（令和
2年）

２年後（令和
3年）

３年後（令和
4年）

目標値（令和
4年） 達成率

（対象作
物・畜種
等名）②

計画時（平成
30年）

１年後（令和
2年）

２年後（令和
3年）

３年後（令和
4年）

目標値（令和
４年） 達成率

（工種、施設区
分、構造、規格、

能力等）

備考

（山形県名：令和４年度）

負担区分（円）

完了年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価


